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7 月 17 日から 19 日まで 

議員 黒田澄子 

   橋口正人 

   山口政男 

   重留健朗 

   是枝みゆき 

   佐多申至 

   桃北勇一 

相馬市 

政務調査に 

 
   

相馬市庁舎    ギャラリー        7月 17日 13時より 
 

特集 

 

。相馬市役所にて地域防

災室 消防防災係長  

荒武範氏 

北高野団地自主防災会 

概要 平成 30年 4月 1日

付で北高野団地自治防災組

織が結成された。 

 同組織の構成員は中村東部

第 6区、66世帯 114名。 

 東日本大震災に市で整備を

行った住宅団地としては初めて

の結成となる。 

 同組織の活動として、今年

10月に地区防災訓練の実施

を予定している。 

 同組織を含め、これまで結成

された自主防災組織は、70組

織となっている。 

質問 1.自主防災組織の組織

率・訓練内容に変化があったか 

答 震災後は(岩子自主防災

組織では震度 5強の知人が発

生したとしての訓練を想定)して

の高台への避難訓練・簡易単

価での負傷者搬送訓練・初期

消火訓練とうを想定して訓練を

多く行っている。          

 

答 29年度から専門委員を 1

名入れている。 質問 市役所

として、どのような防災教育にとり

くんでいるのか。 

 

 子供に防災の取り組みを教え

ていく事で、大人への啓発に繋

がるよう努めている。 

質問 市役所職員の防災士の

数・市民の防災士の数は何人

か。 

答 市役所職員の防災士は 6

名で市民の防災士は現在 45

名である。 

 これからも地震を想定しながら

職員も防災士の資格を取るよう

に努めている。 

 

 相馬市自主防災組織は 
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相馬市の備蓄倉庫 

日置市は相馬市との防災協

定を結んでおり、お互いの災害

等が発生した折に協力する。 

現在は「西日本豪雨災害」

が発生している中で日置市は給

水車で水を配給し、相馬市は

布団等を子の備蓄倉庫から、

配給している。 

 

1日分の災害時に必要な

料 

 水 3 リットルと生活用水は

20~60 リットル。(手洗い・洗

顔・洗髪・歯みがき・入浴・トイ

レ・食器洗浄・洗濯など) 

 食料品 

多めに「買い置き」を「サイクル

保存」で消費 

・普段購入している保存性の

良い食料品を少し多めに買い

置きをすると安心である。 

 期限が切れる前に計画的に

使い、新たに買い出しをするよ

うにする。 

熱源 

食品の温めや簡単な調理に

「カセットコンロとガスボンベ」の

用意をすることも必要です。 

備蓄倉庫は 748.44㎡で 

電動式移動らっく・低温管理

米貯蔵庫も完備 

 

慰霊碑・伝承鎮魂記念館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災から 7年 4 カ

月が過ぎ、今こうして被災地の

復興状況を市民の皆様や当時

携わっている人たちから話を聴く

ことがどれだけ大切か。 

これからの子供たちにつたえて

いかねばならない使命だと思いま

す。 

相馬市の復興は、ほぼ終わ

っているみたいですが、やはり福

島原発事故の後処理がなされ

ていない中風評被害等も考え

ねばならないと思う。 
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 3月 11日は、想像できない

事が起き、3月 11日の夜にな

ってもその後に起きる事が想像

できた人はそんなに多くいなかっ

たと思います。 

 僕たちの村は原発事故から起

きた人たちの避難所となり、その

後僕たちの村も被災地となり、

避難民になりました。 

・今回の「感じる 知ろう

館」は、自然山通信を奥さん

と 2人で 

双葉郡川内村川内に 10

年前に移住された方の生の

声を聴きたくて 7人の議員で

伺いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性しごと応援テラス 

   

 

 

 

 

 

 

 

・結婚・出産・育児・介護等の

女性特有の事情で離婚し、

家庭と両立しながら再就職を  

目指す女性の方がた等に対し

て、本人の希望や適性を踏ま

えた就職支援サービスを提供

する窓口です。 

 ミニセミナーコーナー・情報コ

ーナー・パソコンコーナー・相談

コーナーが仕事センターの 1階

にあり、少人数で、気楽に情

報交換しながら、女性が働く

上でのノウハウや課題解決の 

ヒントを得るコーナーや、疑問

や就職活動について気になる

事などを相談するコーナーがあ

り、55歳以上の方の就職支

援講習も行っています。 

 

 

 

 

感じる・ 知ろう館 

 

現在は 8人の子供さんがいて、中

学校までは車で１５分かけ送って

いるそうです。 

 震災時には川内村にも子どもは

43人いて村のシンボルはカエル(モ

リアオガエルの育沼あった)でした。 

 村長さんが全村で「にげましょう」 

と声をかけ現在は村長は川内村に

いるそうです。 

 


